
和紙の持つ普遍性を追求し続け、「立体漉（す）き和紙」の開発・製品化に成功。
有名デザイナーとの共演で日本の伝統技術を世界に発信。

常識を越え、新たな時代の和紙へ

約千年の歴史をもつ因州和紙は、近年、国内需要の減少、安価な海外製品との競合等により
厳しい状況にある。同社は和紙づくりの伝統を大切にしながらも、和紙の素材に着目した吸放
湿性の機能をもつ壁紙や、キトサン・光触媒を漉き込んだ抗菌壁紙、また、抗菌性があって印
刷適性も高いプリンター用紙等「現代に活きる和紙」の開発に取り組んでいる。

立体漉き和紙の開発・製品化

同社は、約２０年前に立体漉き和紙の研究に着手し、以来、半球形和紙、球形和紙、更には
自由な曲面などに和紙を漉き上げる技術を確立してきた。この立体漉き和紙を照明器具の
シェード（カバー）に使うと独特の温もりのある明かりになる。国際的工業デザイナーとのコ
ラボレーションによる照明器具は、国際的なインテリア展でも日本の伝統和紙の新しい形とし
て注目され、既に、製品としてヨーロッパにも輸出されている。

伝統技術を世界に発信

同社は、従来の伝統的な和紙も提供しながら、日常の中でも個性や文化を感じることのでき
る生活を人々に提案するため、現代和紙を用いたインテリア用品、印刷用紙、文房具やテーブ
ルウエアなどの開発を手掛け、「現代に活きる和紙」を世界に発信している。
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